
 

 

 

 

 

 

 

アテネ近郊のニケア市立第 11中学校 3年生 3名より 

（担当教諭 Ioannis Kotsias (イオアニス・コチアス)先生） 

 

Despoina Vatsou (デスピナ・ヴァツ)さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

からの 

大好きな従兄弟へ 

先日、日本の漫画を読みましたが、素晴らしかったです！本の名前は「うずまき」で、作者は伊藤潤二で

す。「うずまき」は「螺旋」または「渦巻き」と翻訳されます。この物語は、超自然的に呪われた日本の街を

舞台にしており、その街の住人は至る所で見かける渦巻きにとりつかれ、極度の執着や恐怖に陥ってい

ます。主人公はキリエとシュウイチという若いカップルです。二人とも、自分たちの街で起こっていること

に対して何も感じていません。キリエの受け取り方は希望と結びついており、物事がうまくいくという希

望を決して失いません。一方で、シュウイチの受け止め方は諦めと結びついており、何が起こっているの

かを彼はすべて理解していますが、呪いと戦い続ける意志を失っています。 彼らの街が破壊されたにも

かかわらず、キリエとシュウイチは最後まで一緒にいることができました。呪いと戦う能力を持たなかっ

たために共に亡くなった最期は、とても悲しいものでした。 

愛を込めて、ヴァツ・デスピナ 



 

 

 

 

 

 

 

アテネ近郊のニケア市立第 11中学校 3年生 3名より 

（担当教諭 Ioannis Kotsias (イオアニス・コチアス)先生） 

 

Lamprini Theodorakidou (ラブリニ・セオドラキドゥ)さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

からの 

大好きなお母さんへ 

最近読んだ本について私の感じたことを伝えたくて、この手紙を書いています。 

本のタイトルは「小さな魔女」です。この本の著者を知っているかわかりませんが、これはオトフリート・プロイスラーの作

品です。 『小さな魔女』は彼の最も有名な児童書の一つですが、この本は主に私のようなティーンエイジャーに向けた

ものだと感じました。意外と、この心優しい小さな魔女の性格は私の性格に似ていると思います！この小さな魔女はま

だ 127 歳なので、年配の魔女はまだ彼女のことを真剣に受け止めていません。彼女は善良な魔女であり、人生に困

っている人間を助ようとしています。これにより、この小さな魔女は、“自分のことをよい魔女だと思っている悪い魔

女”から憎まれています。このような彼女の態度から、この小さな魔女は魔女会議に呼び出され、そこで良い魔女（小さ

な魔女にとっては悪い魔女）になるかどうかを決めなければならなくなります。最後に、この本は世界で最も重要かつ

最も偉大な児童書の 1 つと考えられています。40 以上の言語に翻訳され、演劇や映画にもなっています。演劇が大

好きなお母さんにこのことを伝えたかったです… この小さな魔女の優しさと常識にとらわれない精神を、私がどれほ

ど好きになったのかを伝えたかったです。この素晴らしい本を読んだ人なら、皆同じ気持ちになると思います。 



 

 

 

 

 

 

 

アテネ近郊のニケア市立第 11中学校 3年生 3名より 

（担当教諭 Ioannis Kotsias (イオアニス・コチアス)先生） 
 

Nefeli Ntoumpa (ネフェリ・ドゥバ)さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

からの 

大好きなお母さんへ 

『不思議の国のアリス』という本について感じたことを伝えたいと思い、この手紙を書いています。7 歳の

少女アリスは、時計を持って「遅刻した！」と言いながら走るウサギを見かけます。驚いたアリスはウサギを

追いかけてウサギの穴に落ち、不思議の国へ迷い込みました。そこでアリスは芋虫に出会いました。芋虫は

キノコの一方をかじれば大きくなり、また反対側をかじれば小さくなると言いました。その後、庭にある扉

を見つけます。その扉は不思議の国の女王のクリケットコートに通じており、そこでは衛兵たちは生きてい

るトランプのようでした。女王とアリスはクリケットをしましたが、いつもとは異なりました。ボールはハリ

ネズミで、バットはフラミンゴでした。頭だけのチェシャ猫が現れると、女王は首を切るよう命じます。しか

し、アリスはこれに同意せず、突然自分の体が大きくなっていることを感じたことにより自信がつき、女王

の理不尽さに対してより頻繁に発言するようになりました。すると、女王は衛兵にアリスの首も切るように

命じます。衛兵はアリスを追いかけ始めますが、アリスの妹が彼女を起こし、夢から目覚めました。この童話

にはとても感心し、また子供には素晴らしい想像力があるということに気がつきました。 

愛を込めて、ネフェリ・ドゥーバ 


